
 
東 海 圏 減 災 研 究 コ ン ソ ー シ ア ム 設 立 記 念 行 事 

 

  日 時  平 成 二 十 五 年 三 月 三 日 （ 日 ） 午 後 一 時 三 十 分 ～ 六 時 三 十 分 

  場 所  名 古 屋 大 学 野 依 記 念 学 術 交 流 館 二 階 カ ン フ ァ レ ン ス ホ ー ル 

 

○ 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム （ 午 後 一 時 三 十 分 ～ 四 時 五 十 分 ）      司 会  野 田 利 弘 

                        後 援 自 然 災 害 研 究 協 議 会 

 東 海 圏 減 災 研 究 コ ン ソ ー シ ア ム 紹 介  

名 古 屋 大 学 減 災 連 携 研 究 セ ン タ ー 教 授       鷺 谷  威 

 幹 事 大 学 挨 拶  名 古 屋 大 学 総 長                 濵 口 道 成 

 来 賓 祝 辞    文 部 科 学 省 研 究 開 発 局 地 震 ・ 防 災 研 究 課 長     寺 田 博 幹 

 記 念 講 演 

  題 目 「 防 災 ・ 減 災 の 切 り 札 ‐ 地 域 連 携 ・ 水 平 展 開 に よ る 実 践 的 研 究 へ の 期 待 」 

  講 演 者  京 都 大 学 防 災 研 究 所 長                中 島 正 愛 

《 休 憩 （ 午 後 二 時 五 十 分 ～ 三 時 ） 》 

 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 

  題 目 「 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 克 服 の た め の 

大 学 力 を 結 集 し た 東 海 圏 減 災 プ ロ ジ ェ ク ト 」 

  出 席 者  国 土 交 通 省 中 部 地 方 整 備 局 長             梅 山 和 成 

       中 部 経 済 連 合 会 常 務 理 事               菅 原 章 文 

       レ ス キ ュ ー ス ト ッ ク ヤ ー ド 代 表 理 事          栗 田 暢 之 

       岐 阜 大 学 研 究 推 進 ・ 社 会 連 携 機 構 社 会 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 

        技 術 研 究 セ ン タ ー 長                高 木 朗 義 

       静 岡 大 学 防 災 総 合 セ ン タ ー 長             増 田 俊 明 

       名 古 屋 大 学 減 災 連 携 研 究 セ ン タ ー 長          福 和 伸 夫 

       名 古 屋 工 業 大 学 高 度 防 災 工 学 セ ン タ ー 長        張   鋒 

       豊 橋 技 術 科 学 大 学 安 全 安 心 地 域 協 創 リ サ ー チ セ ン タ ー 長 山 田 聖 志 

       三 重 大 学 自 然 災 害 対 策 室 長              畑 中 重 光 

 

○ 記 念 交 流 会 （ 午 後 五 時 ～ 六 時 三 十 分 ）            司 会  武 村 雅 之 

  場 所  野 依 学 術 交 流 館 一 階 回 廊 、 ラ ウ ン ジ 
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＜Ｅ－ディフェンス＞
耐震工学研究、首都直下
プロジェクト

『東海圏減災研究コンソーシアムの設立を祝して』
2013年3月3日

京都大学防災研究所
所長・教授 中島 正愛

＜内閣府＞
「長周期地震動対策に関する調査」
日本建築学会受託

＜日本建築学会＞
第一次提言『建築の原点に立ち返る
－暮らしの場の再生と革新－』

＜文科省＞
都市の脆弱性が引き起こ
す激甚災害の軽減化プロ
ジェクト
科学技術振興費
（文部科学省開発局）

＜日本学術会議＞
土木工学・建築学分科会：大規模地
震災害総合対策分科会

本日のトピック

研究・提言部会の活動－第一次提言－
『建築の原点に立ち返る

－暮らしの場の再生と革新－』

本提言案では、「（建築を通じて）人々の暮らしを支える」ことを活動の
基盤とする本会の立場を鮮明にするためにも、既存の研究ジャンルご
との課題整理ではなく、人と生活という視点に立って東日本大震災か
ら得られる教訓を引き出すことに腐心した。その結果、「（大）津波」、
「（災害）対応」、「首都（を含む大都市）」、「原（子力）発（電所）（災
害）」、「（記録と）継承」という５つのキーワードが浮かびあがった。

（大）津波 （災害）対応

首都
（を含む大都市）

原（子力）発
（電所）（災害）

（記録と）継承

津波 対応

首都 原発

継承

一次提言への対応と二次提言への準備

<津波>
① 破壊力調査
② 耐津波設計
③ 新性能設計
④ 減災市街地設計
⑤ 復興まちづくり

<対応>
① 専門的貢献
② 避難生活環境向上
③ 既存ストック活用

<首都>
① 政情実態把握
② 非構造部材性能
③ 即時災害対応
④ 被害実態把握
⑤ DCP地域内連携

<原発>
① 生活様式調査
② 省エネルギー設計
③ 代替エネルギー利用
④ 放射線対応策

<継承>
① 記録
② 記憶継承
③ 歴史継承日本建築学会主要委員会

• 構造委員会
• 材料施工委員会
• 環境委員会
• 歴史意匠委員会
• 防火委員会
• 建築計画委員会
• 都市計画委員会
• 農村計画委員会
• 建築社会システム委員会
• 災害委員会
• 地球環境委員会

・ より厳しい自然災害に遭遇している・・・大地震の頻発（1995年の阪
神淡路大震災から2011年東日本大震災まで、16回の被害地震に
遭遇）や、気象変動の増幅（例えばゲリラ降雨）等、災害の要因となる
事象が近年激化している。

・ 住む社会が災害に対して弱くなっている・・・都市化、稠密化、相互依
存、少子高齢化等々、われわれの社会構造の変化によって、自然災
害は近年ますます巨大化する傾向にある。

災害はなぜなくならないのか

・ 巨大災害に対して無傷ではいられない社会・・・ （対費用効果も考慮
した結果、）めったにやってこない巨大災害事象に対しても全く無傷
であるようには、われわれの住み処やインフラ施設は造られていない。

抵抗

変形

ここにおいて、 “Resiliency”（レジリエンシー、回復力、復元力）
が意味をもつ。ここでレジリエンシーとは傷を受けた後いち早く
元に戻る力をさす。

時間

性能

現在

将来

短期間での回復

浅
い
傷

これからどうすればよいのか

耐震工学は古来「被害地震に学ぶ」ことから、その技術を発展させ
てきた。

1964 Niigata 1968 Tokachi-oki 1995 Kobe

Liquefaction RC Shear Failure Seismic Retrofit

地震に学ぶ耐震工学

国の国力が限られ、また経済が右肩上がりであればそれもよかった。
でも、社会が成熟する一方で少子化、高齢化も加速し、加えて「生活
の質の保証」に対する要求がいやがおうにも高まる21世紀のわが国
において、被害地震を受けた後ではもう遅い。
今こそわれわれの想像力を最大限に活かして、被害の様相を予見・

予測し、実際の被害に先手を打って防御策を講じなければ・・・明日の
日本はない。



20m×15mの平面形状をもち、3次元に揺することができ
る巨大振動台施設・・・（独）防災科学技術研究所が保有し、
兵庫耐震工学研究センター（Ｅ－ディフェンス）が運営する

国を挙げての研究施設

What is E-Defense? 地震によって起こるさまを想像する

内閣府からの委託「長周期地震動対策に関する調査研究
日本建築学会構造委員会－長周期建物地震対応WG

（2007～2012）

① 首都圏、名古屋圏、大阪圏に建つ
既存超高層建物は、東海・東南
海・南海地震の三連動地震によっ
て、当初設計時に想定した地震動
よりも相当長い時間にわたって大
きく揺れる可能性が高い。しかし、
三連動地震に対しても、これら都
心部に林立する超高層建物群がも
ろくも崩壊する可能性はほとんど
ない。

② 長周期地震動は地域によって揺れの特性（地面の揺れの卓越
周期や継続時間等）は違い、また超高層建物がもつ構造特性
（固有周期、減衰、構造形式、強度やじん性）も高さや設計
時期によって差があるので、建物の揺れの度合いや損傷度は
個々の建物ごとに異なった様相を呈する。

日本建築学会の所見：成果の要約

③ 超高層建物において、非構造部材の損傷や家具什器類の移動
や転倒が起こる可能性は極めて高い。一方で、家具什器類の
移動や転倒は、適切な固定対策によって確実に防げる。

④ 超高層建物にダンパー等の制振部材を取り付けると、その揺
れは顕著に減少し構造躯体を無損傷に留めることは十分に可
能である。

⑤ 超高層建物が大きな地震を受けた直後に実施しなければなら
ない応急危険度判定（避難の要否）や被災度判定（被害程度
と再使用への工期・工費等）は、建物内への立ち入りの判断、
損傷判定に要する時間、判定技術者数の限界等から、困難を
極めることが予想される。

文科省：都市の脆弱性が引き起こす激甚災害の軽減化プロジェクト
（平成２４～２８年度） 24年度予算額： 591百万円

事業概要：これまでの首都直下地震防災・減災特別プロジェクトの成
果を踏まえ、東北地方太平洋沖地震を教訓として、切迫性の増した首
都直下地震や、東海・東南海・南海地震に対して、都市災害を可能な
限り軽減するための研究・開発を実施

研究の目的

研究の目的：
① 高層ビルの崩壊余裕度定量化

①－1：鉄骨造高層ビル；①－2：RC造ビル
② ビルの健全度モニタリング

②－1：上部構造；②－2：地盤；②－3：連成システム
③ 地盤-基礎-建物連成系の応答評価とモニタリング

③MeSO-net観測

(1) 大型実験の実施：毎年（初年度を除く）1実験を実行。上部構造の
崩壊余裕度に関わる実験、地盤-基礎系の挙動に関わる実験、
さらに地盤-基礎-建物連成系の挙動に関わる実験と、プロジェク
トの進展に合わせた計画

(2) 大型実験に合わせたモニタリング：上部構造モニタリングは、崩壊
余裕度に関わる実験で、地盤モニタリングは地盤-基礎系実験で、
また集大成としての、地盤から上部構造までの全体システムに対
するモニタリング機能評価実験を最終年度で、それぞれ実施

研究体制

産官

学

官と産がスクラムを組み、学がそ
の接着の役割を果たす組織

官：国家的視野にたった研究
産：研究成果の実装と実践
学：先端知識の共有と人材育成

研究本部
・京都大学・防災研究所
（中島正愛、研究代表）

・（独）防災科技研：Ｅ－ディフェンス
・（株）小堀鐸二研究所

研究チーム
・鹿島：①-1：S造高層余裕度
・大林：①-2：RC造余裕度
・清水：②-1：モニタリング上部
・大成：②-2：モニタリング地盤
・小堀：②-3：モニタリング連成シス
テム

・竹中：③：MeSO-net観測
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